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盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座
開
催

〜
新
た
に
三
十
四
名
の
通
訳
・
介
助
員
が
誕
生
〜

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会
長
赤
坂
勝
）
は
昨
年
十

二
月
十
八
日
�
か
ら
二
十
日
�
の
三
日
間
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座
を
開
催
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
昨
年
度
か
ら
北
海
道
か
ら
の
受
託
事
業
（
盲
ろ
う
者
通

訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
）
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
移
動
介
助
の
知
識
・
技
術
等
の
講
習
を
行
う
こ
と

に
よ
り「
通
訳
・
介
助
員
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

二
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
昨
年

度
の
反
省
点
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

早
め
に
広
い
会
場
を
確
保
し
、
開
催

案
内
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
。
そ

の
結
果
、
受
講
者
は
札
幌
市
内
や
近

郊
の
方
の
ほ
か
、
遠
く
は
根
室
市
、

北
見
市
、
帯
広
市
、
乙
部
町
、
初
山

別
村
な
ど
か
ら
も
多
数
参
加
を
得
て

最
終
的
に
は
三
十
四
名
で
開
講
し
た
。

三
日
間
の
養
成
講
座
は
、

【
一
日
目
】

九
時
三
十
分
か
ら
開
講
式
が
行
わ

れ
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

赤
坂
勝
会
長
か
ら
開
講
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続

い
て
日
程
に

従
っ
て
「
盲

ろ
う
者
福
祉

概
論
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
」
の
講
義
が
あ
り
、
午
後
か

ら
は
「
盲
ろ
う
者
と
し
て
」
と
題
し

て
、
二
人
の
盲
ろ
う
当
時
者
か
ら
体

験
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
受
講

者
全
員
が
「
盲
ろ
う
擬
似
体
験
」
を

行
っ
た
。
こ
の
体
験
で
は
二
人
が
ペ

ア
と
な
っ
て
、交
互
に
盲
ろ
う
役（
ア

イ
マ
ス
ク
を
付
け
、
か
つ
、
耳
栓
と

ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
を
付
け
て
の
盲
ろ
う

状
態
）
と
な
っ
て
、
盲
ろ
う
者
の
世

界
を
体
験
し
、
さ
ら
に
盲
ろ
う
状
態

の
ま
ま
で
目
的
地
（
ト
イ
レ
や
自
販

機
）
ま
で
行
っ
て
戻
っ
て
く
る
ま
で

の
不
安
や
通
訳
・
介
助
役
に
求
め
た

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
体
験
し
た
。

ま
た
、通
訳
・
介
助
員
役
と
な
っ
て
、

盲
ろ
う
役
へ
の
介
助
の
仕
方
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を

体
験
し
た
。
役
割
を
交
互
に
分
担
し

な
が
ら
の
実
習
は
、
最
初
、
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
全
員
が
、
無
事
、
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
。

【
二
日
目
】

午
前
中
は
、盲
ろ
う
者
と「
手
話
」、

「
音
声
」
及
び
「
筆
記
」
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
講
義

が
行
わ
れ
た
後
、
昼
休
み
時
間
は
、

受
講
者
全
員
が
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け

た
全
盲
状
態
で
「
食
事
実
習
」
が
行

わ
れ
た
。
続
い
て
午
後
か
ら
は
、「
触

手
話
」、「
弱
視
手
話
」、「
筆
記
」
及

び
「
音
声
」
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け

し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

習
」
が
行
わ
れ
、
盲
ろ
う
者
の
見
え

方
、
聞
こ
え
方
な
ど
に
あ
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
、
全
員

が
実
習
し
た
。

【
三
日
目
（
最
終
日
）】

午
前
中
は
、「
盲
ろ
う
者
の
移
動

介
助
」
の
実
技
と
、「
通
訳
・
介
助

活
動
に
つ
い
て
」
の
講
義
を
学
び
、

午
後
か
ら
は
、
こ
の
二
日
間
で
学
ん

だ
通
訳
・
介
助
の
総
括
的
な
学
習
と

し
て
「
通
訳
・
介
助
の
実
習
」
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
実
習
で
は
、
二
度
目

と
な
る
盲
ろ
う
役
と
通
訳
・
介
助
員

役
を
二
人
ペ
ア
で
、
交
互
に
体
験
し

な
が
ら
、
全
員
が
、
盲
ろ
う
者
に
対

す
る
通
訳
・
介
助
技
術
等
を
最
終
確

認
し
た
。
続
い
て
北
海
道
（
保
健
福

祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

北
山
浩
之
主
任
）
か
ら
、「
派
遣
事

業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
所

定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
三

十
四
名
全
員
に
、
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
和
田
真
一
常
務
理
事
・

事
務
局
長
か
ら
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、

講
義
や
実
技
を
担
当
さ
れ
た
講
師
の

方
々
か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
た
。

三
十
四
名
の
修
了
者
は
、
今
後
、

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
と
し
て
、

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
又
は

札
幌
市
（
札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
）
に
登
録
し
、
盲
ろ
う
者
が
病

院
や
買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る
と
き

の
通
訳
・
介
助
員
と
し
て
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
講
座
開
催
に
全
面

的
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
全
国
盲
ろ

う
者
協
会
村
岡
美
和
さ
ん
と
札
幌
盲

ろ
う
者
福
祉
協
会
（
会
長
富
樫
真

弓
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
紙
面
を

借
り
て
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今今
年年
度度
もも
新新
たた
なな
要要
約約
筆筆
記記
奉奉
仕仕
員員
がが
誕誕
生生

〜〜
平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
のの
養養
成成
講講
座座
がが
終終
わわ
るる
〜〜

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会
長
赤
坂
勝
）
は
、
昨
年

十
二
月
十
二
日
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
会
場
に
開
催

し
て
き
た
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
（
昨
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
土
曜

日
又
は
日
曜
日
に
開
催
し
、
延
べ
十
二
日
間
・
五
十
二
時
間
に
わ
た
る
養

成
講
座
）
の
全
講
座
を
終
了
し
、
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
十

名
に
修
了
証
を
授
与
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

講
座
最
終
日
と
な
っ
た
十
二
月
十

二
日
�
は
、
実
技
と
し
て
の
「
現
場

実
習
」
が
行
わ
れ
、
午
前
中
は
、
小

林
八
重
子
さ
ん
（
札
幌
市
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
協
会
中
央
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
「
聴
覚
障
害
者
と
の

関
わ
り
の
中
で
支
援
の
在
り
方
を
考

え
る
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
受

講
者
一
人
ひ
と
り
が
交
代
し
な
が
ら

Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
っ
て
実
習
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
他
者
評
価
（
聞

こ
え
な
い
立
場
か
ら
の
検
証
）」
を

テ
ー
マ
に
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
の
講
師
に

よ
る
最
後
の
実
技
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
「
自
己
評
価
（
読
み
手
の
評
価

を
受
け
る
）」
と
題
し
て
、
受
講
者

全
員
か
ら
講
座
修
了
の
感
想
や
今
後

の
抱
負
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
中
途
難
失
聴
者
が
抱
え
て
い
る

苦
悩
や
不
安
、情
報
保
障
の
重
要
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
等

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
通
訳
技
法
も
多
種
多
様
で
Ｔ
Ｐ

Ｏ
に
合
っ
た
技
法
で
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
も
理

解
で
き
た
。
実
習
は
想
像
以
上
に
難

し
く
「
私
に
は
無
理
で
は
な
い
か
」

と
思
う
程
で
し
た
。
し
か
し
、
一
緒

に
受
講
し
て
い
る
仲
間
か
ら
励
ま
さ

れ
な
が
ら
最
後
ま
で
頑
張
れ
ま
し

た
。」、「
中
失
者
の
方
々
の
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
や
辛
い
気
持
ち
な
ど
の

話
を
聞
い
て
、
心
を
打
た
れ
、
私
に

は
想
像
で
き
な
い
世
界
で
、
自
分
は

ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
元
の
サ
ー

ク
ル
に
入
っ
て
勉
強
を
続
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど
。

そ
の
後
、
閉
講
式
が
行
わ
れ
赤
坂

勝
会
長
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
修
了

証
が
授
与
さ
れ
、
続
い
て
こ
れ
ま
で

の
間
の
受
講
者
の
努
力
に
対
し
て
敬

意
を
表
し
た
あ
と
、「
こ
れ
か
ら
は

「
中
途
難
失
聴
者
の
耳
」と
な
っ
て
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る

地
域
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。」

と
、
ま
た
、
こ
の
講
座
の
講
義
や
実

習
を
担
当
さ
れ
た
講
師
の
方
々
へ
感

謝
と
お
礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
北
海
道

中
途
難
失
聴
者
協
会
中
西
昭
夫
会
長

か
ら
修
了
者
の
方
々
に
感
謝
を
述
べ

た
後
、「
こ
れ
か
ら
は
中
途
難
失
聴

者
の
た
め
に
地
域
の
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
参
加
さ
れ
自
己
研
鑽
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。」
と
祝
辞
が
あ
っ
た
。

最
後
に
講
師
を
代
表
し
て
要
約
筆

記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま

な
す
」
の
山

靖
子
代
表
か
ら
激
励

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

今
後
、

修
了
者

は
、要
約

筆
記
奉

仕
員
の

登
録
手

続
き
を

経
て
、地

域
で
の

活
躍
が

期
待
さ

れ
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

赤坂会長から修了証を授与

盲ろう体験中の受講者

修了者（３４名全員）と講師の人たち

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

赤坂 勝会長

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

修了者の方々と講師の人たち

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２３年１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６８２号）（１）



障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
「
第
二
次
意
見
」

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
は
、

二
十
九
回
に
わ
た
る
精
力
的
な
審
議

の
結
果
、「
第
二
次
意
見
」
を
と
り

ま
と
め
、
当
日
、
小
川
榮
一
議
長
か

ら
岡
崎
ト
ミ
子
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部

副
本
部
長
）
に
対
し
意
見
書
を
手
渡

し
た
。
こ
の
「
第
二
次
意
見
」
は
先

の
第
一
次
意
見
（
平
成
二
十
二
年
六

月
）
の
方
針
に
沿
っ
て
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
、
障
害
者
基
本
法
改

正
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
・
目
的
を

「
個
性
と
人
格
を
認
め
合
う
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
の
構
築
」、「
障
害
概

念
を
社
会
モ
デ
ル
へ
転
換
、
基
本
的

人
権
を
確
認
」
及
び
「
施
策
の
実
施

状
況
を
監
視
す
る
機
関
の
創
設
」
と

し
て
、
約
半
年
に
わ
た
っ
て
審
議
し

て
き
た
。
ま
た
「
障
害
の
表
記
」
に

つ
い
て
は
、「
障
害
の
表
記
に
関
す

る
作
業
チ
ー
ム
」の
報
告
を
踏
ま
え
、

現
時
点
に
お
け
る
表
記
に
関
す
る
考

え
方
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
と
り

ま
と
め
た
。

な
お
、
今
後
、「
障
害
者
基
本
法
」

の
改
正
法
案
は
、
一
月
か
ら
の
推
進

会
議
で
各
省
庁
法
制
局
と
話
合
い
、

来
年
の
通
常
国
会
に
閣
法
と
し
て
提

出
さ
れ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

臨
時
総
会
で
予
算
減
額
な
ど
を
議
決

北
身
協
は
昨
年
十
二
月
二
十
一
日

�
、
札
幌
市
内
で
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
本
年
度
予
算
額
の
補
正
に
つ
い

て
審
議
し
、提
案
ど
お
り
議
決
し
た
。

そ
の
概
要
は
一
般
会
計
の
道
補
助

金
の
減
額
な
ど
で
、
昨
年
九
月
に
実

施
さ
れ
た
北
海
道
監
査
委
員
に
よ
る

監
査
結
果
に
基
づ
く
改
善
措
置
と
し

て
行
わ
れ
た
。

小
規
模
作
業
所
へ
補
助
金
交
付

個
別
給
付
事
業
や
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
移
行
が
直
ち
に

で
き
な
い
小
規
模
作
業
所
に
対
す
る

経
過
的
措
置
と
し
て
の
小
規
模
作
業

所
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
は
、
昨
年

十
二
月
末
、
次
の
作
業
所
に
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

○
企
業
組
合
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
グ
ル
ー

プ
虹
の
光
ひ
つ
じ
工
房（
釧
路
市
）

盲
導
犬
宿
泊
体
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

公
益
財
団
法
人
北
海
道
盲
導
犬
協

会
で
は
、
本
年
度
も
、
盲
導
犬
宿
泊

体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

三
月
十
九
日
�
十
三
時
〜

十
日
�
十
四
時

▼
会
場

�
北
海
道
盲
導
犬
協
会

住
所

札
幌
市
南
区
南
三
十
西
八

▼
対
象

視
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
つ
十
五
歳
以
上

の
方
で
、
こ
れ
ま
で
盲
導
犬
と

の
生
活
を
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
方
と
同
伴
の
方

▼
募
集
人
員

七
名
（
七
名
を
越
え

る
場
合
は
選
考
し
ま
す
。）

▼
参
加
費

二
千
五
百
円

▼
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

①
盲
導
犬
と
の
体
験
歩
行

②
盲
導
犬
の
管
理
体
験

③
交
流
会

▼
送

迎

盲
導
犬
協
会
最
寄
駅
ま

で
の
送
迎
が
可
能
で
す
。

▼
締
切
日

二
月
二
十
日
�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先

�
北
海
道
盲
導
犬
協
会

担
当
（
西
川
）

電
話

〇
一
一
―
五
八
二
―
八
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
五
八
二
―
七
七
一
五
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１

投
稿
は
、
で
き
る
だ
け
新
聞
発

行
月
の
前
月
末
ま
で
に
願
い
ま
す
。

２

作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

３

一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う

願
い
ま
す
。

４

投
稿
は
、
葉
書
な
ど
の
ほ
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
投
稿
先
】

新
聞
表
面
の
発
行
人
の
宛
先
ま
で
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

（「第二次意見」概要中の言葉の注釈）
注１ インクルーシブ～〔inclusive〕 包括的な、すべてを含んだ、の意味。
注２ ユニバーサルデザイン～〔universal design〕 高齢であることや障害の有無などにかかわらず、すべての人が快適に利

用できるように製品や建造物、生活空間などをデザインすること、の意味。

（２）（第６８２号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２３年１月２５日）


